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昭和34年の研究成果ほ,好見気に恵まれた環境のもとで,.設備,

陣容ともに増強■され大いに高松された､=J特に目立った題ト1としてほ

従来の日動制御にディジタル方式を加蛛した研究で,工γl~機のディ

ジタル仰臥 水火力発電の経済負荷配分制御の日動化に著しノい進歩

を見せた｡送 関係では400,000V 関に圧高 する機器の試作研究

が進展し,通信方面では二lて電子方式より仝電子方式に転換し,トラ

ンジスタが各方面に応用され始めた｡原イカ関係でほ燃料棒の研究

が進展し,国産で製造■叶能の域に達した(.機相方面でほタービン,

ボイラの大形化が進み,比延機の需要も粁増し,高速申両でほ申ドl･i

の軽量化と甘動制御~ガ式が進展した｡

以上製品に直紀した研究および原-仁山関係ほそれぞれの王封こ記載

されているので本草では主とLて電力関鼠 ′毒手機器,機械,その

他の基礎的研究の成果について述べる｡

第1囲 水 火 併用 電力 系

28.1 電

28.】.1電力系統経済負荷配分制御装置

電力系統を合理自勺に運営し, 要負荷をどのような分担で複数個

の発て~E所に配分すれば,最も経折的であるかという問題は電力会社

にとって重要なことである｡アメリカおよび日本の一部では火力発

電所をおもな対象iこした日動計算装置を開発して使用しているが,

日本の場合は電力系統に水力発電所の占める割合が大きいので,水

力系柑こ水の使用力法をどのように処理するかが大きな問題であ

F∴ これが解決なくしてほ日本のl~榔守に合致した装置とはなり得な

し､.

Fl_立製作所では火力系を対象とする装了罠の研究ほもちろんのこ

と,柑こ水火併用系の■方式ならびに装置の研究を行い,それぞれの

試作装置の完成をみている｡
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この水火併用系試作装置の特長は,複雑な水力系の境界集札電力

系統の諸条件を満足させるよう動作するディジタル部分と,火力系

をおもに取扱うアナログ部分とを紅け泊っせたことである｡ほかの--▲

つの粕長ほ電力の配分を行うに際して欠くことのできない送電緑の

増分損失率(∂エ/押)の取扱い方法にある｡すなわち,従来ほいわ

ゆるB係数法が多く採用されているが,われわれほ電力潮流を模擬

回路上で与え,しかも損失率は単に電位差を めることによりうる

新しい考案をとり入れている｡これら新しい研究姑某をとり入れた

試作電力系統経済装置の外観を弟1図に示した｡

28･l･2 交流計算盤

日立製作所の交流計算盤は33年末より稼動し活発な泊動を続けて

いる｡8月末現在までに取扱った問題ほ,

系統安定度

潮流および電圧調整

故障問題

価回路その他

30%

40%

12%

18%

の状況である｡内容的にほ同期調和機と静電蓄電器の安定度に対す

る影響の比較,誘導電動機の系統上よりみた運転特性など系統技術

の新しい分野まで進められている｡

装置も幾多の付帯設備をも完備しつつあり,社内の各分野に対す

る技術的サービスほもちろん,顧客の問題に対しても十分に威力を

発揮しその要望に沿って運転されている｡第2図ほ交流計算盤の全

景である｡

28･l･3 車両機器に関する研究

車両実験室ほ,33年秋以来 実j 設備のすえ付中であったが,34flミ

春第一期整備を完了して研究業務を開始した｡第3図ほ等価実験室

のlノ凋;を示すもので,自重40t,主電動機容量100kW,4台装備

の高 電車の1台車分に等価的なフライ･ホイール装置を設け,｣三

電動機,制御装置,可変荷重式HSC-D形空気ブレーキ

わせて,実

毘と組合

室内で随時電車の起動,発電ブレーキ,凹生ブレーキ

などの研究試験を行うことができる｡

特に回 ブレーキの研究については,複巻電動機を用いた磁気増

幅器式,およびつり含抵抗器式など各瞳のカ式について,制動プJ､-

速度!侍性, 濾電圧急 時の応動性な

隼ブレーキ方式に関する多 の1▼

､ 計

にど

■Uる
ー.∨
て得を料

､て研究し,州

2臥1･4 超高圧機器に関する研究

近い将来においてわが国に実施されることが予想される400kV

級送電iこそなえて超高圧機器の 作がすでに始められているが,こ

れらの開発研究にあたって従来の試験設備のみでほ不十分なので,

あらたに国分工場内に超高圧実験室が建設された(第4図)｡

同研究室内にほわが国最大の5,000kV衝撃電圧発生器をほじめ

として,1,500kV試験用変圧器,150kA衝撃 流発生器,1,500申

球ギャップ,400kV200MVA変圧紹が含まれており,試作機詣の

衝撃電圧,開閉サージ,交流電圧に対するせん絡あるいほ絶縁破壊

断器の試験などが可能である｡一方これらの機器開発の基

礎研究のためにほマッピング装置,サージ計算盤,モデル変圧器そ

のはかを有し,変圧器内部の

るいほ構造物の油中破 特性,

位撮動,静電電界分布,絶縁 材あ

気中あるいは油中のコロナ測定,ア

ークに対する研究などが行われている｡

28.2 電 子 機 器

HIPAC-101およびHIDAM-401む駆使した:L:作機の日動化はこ

としにほいって.いよいよ完成し好調に稼動するに
った｡将来多蓑

生産に応用した画期的成果が期待される._=_ Ⅹ繰透視にイメージイン

テンシフアイアの完成,トランジスタでほ200MC級の訪問披凪

甜lリJTA15A,高速耐電圧n--Ⅰ)n HJ33を完滅した.,通有プj而

評 第42巻 第1号

第4｢宍1超 Jt｢:モ 験 軍 内 部

では6,000Mc広帯域信号中継装置,電子交換機を完成し,A-D変

換機器,磁心マトリックス記憶装~閏ほ電子計算器の心臓部としてま

すます進歩しつつある･こ.またテレビ用カラー受像管ほ数年来の苦心

研究の狛一某円形,何形ともすべて国産品で製作しうるに至った｡

28･2･lトランジスタ左使用した数値制御装置

最近′ヒ産二L二粒の自動化に作い,工作機械の数値制御も急速に発展

してきじ.工作機械の数値制御とは,テープあるいほカードなどに

記録さj~した軒臓によって工作機械をプログラム運･転する■方式であ

るり

その持去は ディジタル化された量を扱うので精度を上げること

が比較的容易であり,工作機械の性能の許す範囲で,送り 度など

が選定できるため作業能率卦埴上する｡また【･般の専用機械と異な

r),テープあるいはカードによって加工工程が定められるた捌こ多

柁少量二Lこ弧ニ.机､ても生産性が高く,掛こ融通性に富んでいること

である

廿立製作所小火榊究㈲こおいても,2番半立フライス盤の3軸完

全制御を対象として,数値了IiU御製J■聖HIDAM-401を試作し,その全

系統のj揖=系統をも依立した､.tIIDAM-401におし､ては,フライス

盤のテーブル右右,サドル前後,およぴカッタヘッドトドの3帖こ対

して0･()lIllIllを1パルスとし/て,迅続Lたパルス列により糾油を

制御しノており,回路藁イとしてほトランジスメな仝面丑に採川1ノて

信掛′Ⅰ三の附凪二努めたし数値てiilj御装睾封よエレメントの使用偶数証ら

いえば,1-i-1形の了訂｣1計算機に匹敵するものであり,この確耳櫻紺■壬を

-L作覗上技のチトきたの流れに入れて使用するためには飾こ信組惟の′頂こ
留意せねほならないユ ニのトランジスタの採用にあたってほ,当時

としてほ人なる決断を要したが,幸いにして日立製作所トランジス

須5卜司IllnAM′川1を描盲えた2モノノちイプライス悪の仝景
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第1表 HIDAM-401の概要

2tう､ンニフライス椴の3軸㍍仝制御

り.01nlnヽ/P一再ミe

300 nlIl可1Ⅵin
6ぐhannels

6孔紙子ープ,2進仰列Tli=込み

グロノク111-】波紋321くC
カ ウ ン タ

lうンジスク故川瞳1数

ダヤー｣--り出田因数

フリソト配緑イランー､インニLニソl

トり‡ノ韮ノノ∴

サーノ1ミ･t一夕 400し/sl.511J

帰還封=光√.1乙ユLコーダ

トラ･ンシスタ仙川㈹奴

ク■■rrく--】･■供用佃1数

プリント配緑ゾラグーン一丁･ニノト

400(･ノrSシンク可坤転牲~旨令

機能処理用ホー′しト`lに‖二

.Y㌧

17段

860本

1200水

1′10 冊

3fご
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りl】

240本

180本

30佃

3channt〕ls

6し二hannels

タの二1三産品の増人iこ仰い,性能の均一化 信煩性に加えて,高 肛,

高周波,大日力の梢殊トランジスタの開発により,この方面でほ諸

外国にさきがけて高し､信顧性を持った数値一制御装闘およびその対象

たるパワーサーボを備えたフライス盤の試作に成功した(〕第5図

はHIDAM-401を備えたフライス盤の全景である｡

設計図面より部品が完成するまでの,HIDAM--401を備えた工作

機械の遅Jl~j系統図を葬る図に示す｡まず初めに,機械技術者の丁をこ

よって囲■面をもとにして,素材寸法應よび形状,取付具,切削 度,

度,加工順序,クーラソトの有無など,機械加工に必要な事

項が決定される｡これがカッティソグプランであり,これにより作

られたインストラクショソシートに茶き,日立製作所中央研究所で

開発された汎用ディジタル計算機HIPAC-1を使用して,工作機桝

を 転するための指令テープが作られる｡カッティソグプランのヅ;■

力を軽減するために,インストラクショソシートには加工に必要な

最小限の情報しか含まれておらず,指令テープ製作のための計算ほ

一般に非常に復雑なものである｡､すなわち,製作部品の輸紬r!沌札

痩地大誤差,カッタ往などが与えられると,曲線ほ与えられ

た誤差以内で,多くのセグメントに分冊され,おのおののセグメン

トi･こ対して加⊥の所要時間が計算され,またカ､ソタ径のオフセット

により,カッタ･~い心の径路が計算される､二〕さらに,おのおののセグ

メントはHIDAM401のクロック時間(2,4,8,16,32,64,128,

256秒)に従って,数ブロックに分割され.コード変換され,タイプさ

れる｡この間の計算はすべてHIPAC-1によってl二1動計算される｡

軋在ではタイプされた表より指令テrプを穿孔するが,HIPAC--1nl

を使川すれば直接指令テープが作られる｡

HIDAM-401ほテープを読み取るテープリーダ,テープ符刃-をパ

ルス列に交換する指令恥 およびパルス列を指令シンクロの回転≠

に変換するディジタルサーボよ射開成されており,その 要を第l

表に示す｡

指令部は主として入力レジスク,山カレジスタ,パルス分配繕お

第71ヌlプ ラ グ イ ン ユ ニ
ット

よび欄間肛1路から成り,テープ帖報は1ブロックごとに入力レジス

タに読み込まれ=カレジスタの動作終了を待機している｡H~iカレジ

スタが動作し終ると,すみやかにそれがリセットされると同時に入

力レジスタの仝情報がゲートを通して瞬間的にJ｢リコレジスタに移さ

れ 人力レジスタにほ次のブロック情報が読み込まれて,上と同機

の待機姿勢となる｡‖カレジスタほパルス分便器ゲートに直結され

で桓り,分配紹カウンタの呑段の～1j力を適当に開閉して,所要の密

度のパルス列を指令吊力として送り汁け｡また主要l一山路要素として

ほ,スタティック,フリップフロップカ式を採用し,非同期力式と

して,一竜比マージンを大きくとり,装置全体としての信病性を高め

ているし,この向からトランジスタの選定ほ特に って,ノふ′■,

′…を抑こ指定LたHJ22Dを佐川した｡これらはすべてプリント

i彗L協とされ,プラグインユニットノノ式により装置を構成しているし.プ

ラグインユニットを舞7図にホす｡

調整結果ほきわめて順調であり,約10箇月まったく異常なく動作

Lている..-,電源ほ12Vl托で860本のトランジスタに対し,消費電

力はわずか12Wであるし′

ディジタルサーボほおもに加減算回路,D→A変換囲路,光

A-}D変換帯などより僻成され,指令部からのパルス列は加減算回

路で,)ヒ電式A→D変換器よりのフィードバックパルスと比較され

D→A変換されたのち,サーボモータを駆動する｡サーボモータに

は歯中を介して指令シンクロと光電式コーダプレートが取付けられ

ており,これよりフィードバック/くルスが加減算回路に送り返され

る〔〕ここに指令シンクロにほ指令パルス1パルスに対して1度回転

ミ

●
､

この指令シ∵/クロの回転子如こよって,フライス盤の3軸が制御さ

れる｡すなわち,各軸に取付けられた受信シンクロと指令シンク

ロの何度差に基いた電圧により,電気一油圧変換サーボバルブを通

して,角度差を減少させるように油圧駆動される｡ここでは指令シ

ンクロ1度に対して各軸とも0.011Tlm変位するようになっている｡

またフライス盤ほ差動シンクロにより手動操作も可能である｡その

ほか,フィードバック歯車列のバックラッシュほトルクモータによ

りソ己全に ○るて｢し

､
-
､除坂もで｢｣J｢転

第8図 テ スト ピ ー ス の
一

例
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HIDAM-401ほ回

立

子としてトランジスタを使用しているたダ)

温度による影響が問題となるが,恒温槽内で試験した雛果,周俳闇

度40つCまでほ異状なく動作した｡

HIDAM-401を備えたフライス盤により切削したテストピースの

一例を弟8図に示す0切削試験の結果,図面寸法と切肖り部品の実測

値との最大誤差は0･05mm以下であり,また同一-･加工物を裸返L.

切削した場合の繰返し精度は0･02n-1れ以内である｡

28･2･2 イメージインテンシフアイヤ

イメージインテンシフアイヤ(第9図)は蛍光面上のⅩ線像の輝度

を増倍する一種のイメージ管である｡従来放射線医学においてほ.む

老のⅩ線透視をするとき,その蛍光像が非常に暗いために暗室巾で

行うのが普通であったが,このイメージインテンシフアイヤを使用

すれば明るい室内でⅩ緑透視を行うことができる上に患者の畝よく

線量を少なくすることができ,解像力も向上して正確な診断をする

ことができる｡今回試作に成功Lたイメージインテンシフアイヤほ

次のような性能を布し,診断‖のみならず工業用Ⅹ線透視への広川

も期待される｡

バルブの最大直径

バルブの全長

入力蛍光面板の有効直径

出力東光画板の有効底径

像の縮小率

輝度の増強度

陽極電圧

集束電極電圧

招力像の解像度

ナIl力像の蛍光色

177mm

340mm

130mm

18mnT

約1/7

約300倍

22kV

O～20()V

O.4mm

黄

28･2･3 高周波シリコントランジスタ完成

VHF シリコントランジスタは内外ともあまり開発されていない

が, しく開発した独nのMoltenDiffused法によりベース幅1ミ

クロン程度のn-p--n準結晶をつくり,これを川いてん100､200Mc

のシリコントランジスタを高収率で糾立てる方法を確立した｡本シ

リコントランジスタほ高周波特性のほか,温度相性,逆方向特性な

どもすぐれ,耐熱性を要求する各掩無線機器および一般工業計諸紺1

として今後需要の増大が期待されている｡現在までに開発された

Molten Diffusedシリコントランジスタほ第10図に示すように

TA17(jL20Mc),TA18(ん30Mc),TA19(ん40Mc),TA21

(ん100Mc),TA22(ん200Mc)およびコレクタ飽和抵扶を低減

したTA20(尺亡ぶく60n)などである｡

28･2･4 高周波高出力トランジスタTÅ15およびTÅ15Å完成

搬送電話装置の全トランジスタ化のため高周波高逆耐圧rlリコトラ

ンジスタの開発が待望されていたが,ん3Mc,逆耐電圧40V∴許容

損失2Wの低ひずみ率刊J汗ランジスタの開発に成功した｡これに

より出力500mW,使用周波数200kcまでの低ひずみ率増幅溺が設

計され,電力線搬送装置,通信線搬送装置および多重端局装置など

の各種搬送装置に使用されている｡弟11図ほTA15およびTA15A

の外観写真である｡

28･2･5 高逆耐圧n-P-nトランジスタHJ33完成

従来一般にm-p-nトランジスタほ高迎耐圧のものが得にくいと

いわれ,この種のものは実際に市販されていなかったが,全電子交

換機および計算機そのほか一般工業計器の相補回路用として需要が

著しく増大しつつある現状にかんがみ双方向の逆耐圧42V以上の

通信用をはじめ,フレクタ耐圧42VのHJ33を開発した｡第12図

ほその外観である｡

28･2･る ん000根広帯域信号中継装置

超多重電話あるいほテレビジョンの長距離中継ほこれまで4,000

第42巻 第1号

叫

ヽ
ぅ
.

欄
撃
∴
去
∴
∴
∵
∴
∵
∴
∴
+
了
十
∴
+
∴
‥
+
∴
∵
∴
十
∵
‡
患
甘
鍬
野
馳

い野村一∵

■

∴.山

イ巌■妄雪トト

第9図 イメージイン

テンシフアイヤ

｢
針
凱ヽ
-

第10図 Molten Diffused シリコントランジスタ

第11図 高周波高山カ
ト ランジスタTA15

およびTA15A

第12同 高速耐圧npn

ジスタHJ33

Mc帯を利用して行われているが,日立製作用中火研究所において

ほ,昭和34年初頭,6,000Mc帯を用いてこれら広僻域信号を伝送

するための中継装置の試作を完了した(第13図)｡本装置は600回線

の超多_屯電話信号またはテレビジョン信片1回線を2,500kmにわ

たって中継しうるように設計されたもので概略の性能ほ次のとおり

であるL-,

送,一受信周波数範囲

雑音

送信亡1_りJ

振幅特性

遅延 惟

5,850～6,420Mc

14dB以下

3W以上

±10Mcの範囲で0.5dB以内

士10Mcの範囲で4mfLS以下
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第13｢文16,000Mc広帯域亮

一キ･-い継装置の外観

この矧葦ほ標準のヘテロダインプノ

式によるものであるが持腔の安に

化,保′､宇の簡易化および小形化のた

め設計_【二次のような考慮が･払われて

いる､､

(1)中間周波増幅帯の製作にユ

ニット方式ともいうべきノノ法を考

案,採用Lた｡

(2)送信用汲数変換器濫フェラ

イトを利用するマイクロ波循瑞l■り

絡を応用-Jした新方式を採用した｡

(3)局部発振器のA.F.C.,に

同じくフェライトを川いる新刀式

を考案,仙川した｡

(4)永久磁√｢により電丁ビーム

ージ形進行波

管を開発,似川-Jした｡

R_)〃掛作所でほ木試作により得ら

れた技術をもととし,さらに改良を

加えた8,000Mc/ 多重 /ココF且

置を二工場において製作し,

話小継装

すでに完

戌を見ている｡

28.2.7 電子交換機

昭和32年度より,屯々公社通い研究用の指導を受けて,小山動局

川として,パラメトロンを使用した一′ラ交検機,電子ZZZ装筐を訳

作し,さらに,32年度末より,大仁川jの仁政換機の-▲跳である中継練

■玖架置装 fってきた÷_Jこれらは音声の通話路ほ機械的なクロ

スバスイッチを用いるいわゆる〕i二電丁交換機であるが,全電丁化ほ

当然予想されることである.〕電子化する場合はその適

度に順応するために,従

話

の機械式の場合のように,-一一過訴 ∴

l潮時に一過話しか通さない,いわゆる空間分渕方式とさらに,これ

を多 化利川する周波数分割力式,時分割〟式などが考えられる｡〕

このうち,周波数分割方式ほ適評分灘州の田城器の価格が高くあま

机経漬悼が望まれない｡ほかの二つのノブ式については,おのおの利

告得失があり,現丞三のように研究 ヒの段階では,優劣を明確にす

ることはできない.っ またあらゆる形の交換機に対して-･つのカ式に

統一-･することが,できるかどうかも不別である｡よってそれらの問

題点の適確なるほあくをめぎしこの両者について研究を進めてい

る｡また使Ⅲする素子も/ミラメトロン,トランジスタ,など穐々考

えられるが,通話素子とLては,トランジスタが塾ユ(己までのところ

でほ妓も適しているので,通都路,佃｣御部な含めて両者の総合的検

討をすることにL.た｡空間分用方式についてほ,人声引1i(第1次ほ

(フL｣ンタへ】

第14岡 試作A-D変換語注ブロ ック線図

第15図 A-D変換部外観写賃

2,000回線)のものを想定し番号を4数′㌢:として試作研究を進めてい

る｡

28.2.8 アナログディジタル変換器(Å-D変換器)

試作A-D変換器はA-D変換と同時に,晒分割方式の多チャンネ

ル(以下CHと略す)の高 データー処理を1封1くJとする襲閏の基磯慄

験jljとして設計されたものである｡現/r三これらの技術ほ計算機制御

の接斜弧データー処理矧乳複合形計算機(hybrid computer)の

A-D変換 として清用されつつある｡武作装置ほCH数ほ4CH

であり,装置ほ変換部,記憶浴,プリンタの3祁から構成されている∩

弟14図に時分割形A-D変換器の変換部のブロック矧乳弟15図

に試作装牒拉〕外観を示す｡)変検方式i･よ計数方式である(〕この装置の

おもなる粕長ほ時分割方式と数値読Jl圧｣祁分である｡弟14図にホ

すとおり斧CHごとに設けられた比較語注のうしろに走査器を付した

場合には切換え信号がパルスであるために電子式切換回路が容易に

使用でき,変換速度の向上 精度,信頼度の点ですぐれた時分割力

式になる｡読rl与L部分での特長は補数読出しカ式を採川している点

である｡Cll,C12,.….およびC21,C22...".の2糾のカウンタを有

し,一方を計数に▲--･カをレジスタ(読F】_lし)に交互に便瀾している｡

この場合督10進カウソ列･まそれぞれ底並列に接続され,その人力

lこアナログ品に比例した計数パルスおよび読H-ル′くルスが加えられ

る.-.Cllについて読刊L･方式を説明すると読目しの命令とともに

FF′Aを通して G′Hが開き,読目しパルスがカウンタに加えられ

る｡カウンタの出力からほすでにカウンタに計数時に記憶された値

aに対し10-a番[‖こパルスが得られG′Rをとじる｡したがって

プリンタにほ(10ra)個のパルスが読みデー】lされることになる｡閉1可

路方式であり日動リセットの特長がある｡この装笛のおもなる性能

ほ次のとおりである｡

変 換 速 度

変 換精 度

サンプル速度

出 力

10ms.

0.1%

1S/CH,0.1S/CH,0.01S/CH

lO進:iけた自動′ト数点方式

第Id図に磁気テープ方式のデーター記憶 置の外観を示す｡テ

ープ速度は録音時120in/s,再生時2.4in/s,1.2in/sであり,速度

は2組のテンションアームで制御される｡ヘッド数は6ヘッドであ

る｡

現在このほかにき還形A-D変換器についての研究をも行ってい

る｡
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28.2.9 磁心マトリックス記憶装置

磁心マトリックス記憶装置は,大形

ち′r16図 磁気テーフ

データー記憶砦択

ディジタル形電子計算機

の心臓部である内部記憶装置として広く用いられている｡ニれほ,非

づ附こ高速で動作すること,かなりの人指ら-ほで作ることフう■ミでき,しか

も小形であること,長石命で信根底が扇いこと,値段もだんだん安

帆こなってきたことなどの矧~i~1で初期に川いられていた避妊純一徳憶

装置や静電記憶管を駆適L,最近製竹される大形計算機にほ例外な

く採用されるようになった〕

日立製作働こおいても高速電子計算機の研究の一環として早くか

ら磁心マトリックス記憶装置をとりあげており,数種類の装置を完

成している｡記憶素子としては環状のフェライト磁心(外径1～2

111m)を用い,磁気履歴曲線がほぼ矩形状であることを利用して,

残留磁化の方向により2進数の1ビットを記憶させる｡このような

小磁心をマトリックス状に配置し,縦,横,斜め方向に巻線をほど

こし,写真に示すようなマトリックス記憶面にする｡第17図(a)

ほ外径1.75mmの磁心を50×20に配置し1,000ビットの記憶容量

をもつ記憶面,(b)ほ外径約1.3mmの磁心を32×32に配置した

1,024 ビットの記憶面である｡このような記憶面を次に所要枚数だ

(ナ亙れおのおの対応する縦および横の巻線を直列に接続して,所要

禅吊二の磁心記憶部を作る｡

磁心マトリックス記憶装置の制御,駆動部は全トランジスタ化さ

れ,動作の余裕度,安定度に対してほ特に配慮されている｡磁心駆

動｢L亘l路はスイッチング用トランジスタTAll,TAllBを川い,パ

ルス変成揺･ダイオードマトリックスまたは磁心スイッチによって

おり,磁心の縦横の巻線を選択駆動することにより所望の情報を取

り出したり,書き込んだりする｡読瀾し,喜込みほ数値の全ビット

が並列に行われ,その所要時間ほわずか6～8′`Sに過ぎない｡′言1

算機本体の安 によって数値の受け渡しほ並列,直並列,または由二

列のいずれの形にもすることができる.｡制御回路ほ非同期式のスタ

ティツク回路を用いており,特に高 動作にも耐えるよう設計され

ている｡回路ほすべて印刷配線ユニットに組み込まれ保守,調整は

簡易化されている｡磁心の試験,選別ほ磁心記憶装置の信頼度にl白:

接関係するので, 験方法,選別基準については十分検討し,選別

装置も標準化した｡組立後の試験,調整も一定基準を設け,安定度,

信頼度の向上に遺 なきを期している｡すでに

げれば,次のようなものがある｡

作完成した例をあ

しa二I

第42巻 第1号

(b)

第17【玄1マトリ ック ス 記憶面

28.2.10 カラー受像管の研究

カラー受像管についてほ昭和31年以 NHK技術研究所の援助

を柑てRCAシャドウマスク形カラー受像管の研究を進めてきた｡

最初ほメタルコーン21AXP22の輸入部晶を川いて 作,昭利

二う3咋l=に完成した_ これは金属フランジの熔接により組立てを行

うものであるが,続いて仝ガラス製21CYP22の試作に収りかか

り障ド6=に`完成Lたし第柑図参照)Jこれはフランジの熔接のかわ

りに特殊なほんだガラスによりいずれもガラス製のフェースプレー

トとコーンを直接接着するものである｡

カラー受像符の製作工程中技術的に最も困難なのほ3色蛍光面の

塗布である｡赤,青,緑3色の蛍光体を1偶の大きさが約0.43mm¢

の点状に規則正Lく配列しなければならない｡この蛍光面 布には

写真接傭,印刷技術などが応用されるが,初期のフォートレジスト

を使用する〟法から現在のポリビニールアルコールを使用するスラ

リー法へ進むとともに蛍光面の品質および製作工数的な面で一段と

向上した.｡またこの際電子軌道と光線軌道の問の誤差を補正するた

めの特殊な補正レンズも使用され,色純度の向上に役立っている｡

･･ノノ17型杓形カラー受像管の試作研究も平行して進められ,同産

削舶による試作品を完成した｡第19図ほその外観を示す｡17型は

部品をすべて国産品に振らざるを得ない点,また角形であるためシ

ャ トクマスクの保持などに特別の考慮を必要とする点,従来の輸入

甘品吊こよる武作よりいっそうの技術的困難さを増すが,いずれも試

作を重ねるに従い逐次解決されつつある｡

各部品の国産化(･･こついてもほんだガラス,電極,蛍光体,17型シ

ャドウマスク,21型シャドウマスク,17型バルブなど順次国産化が

■〕るあで中行

28.3 機 械

低ぷ一位の石炭を完仝に燃焼させる,サイクロンフ7-ネスの研究

第18図 21型カラー受像管 21CYP22



研

第191璃17型カラー十受像暦 H5857

ほ永てド研究の成果かょ)がり 2,500カロリーという従来不~可能とされ

た極低品位依ほで燃焼させることに成功し~大きな光明を与えた.ン石

炭利川〟面の謄異となるのでお)ろう.人JIラ仰の疲′芳.相続でほ10n(ち

の中州‖他の実物火のものまで試験可能で,100t ローゼンハウゼ

ン疲づj･試験機の設齢とともに〃用な賃料を提供し′ている.

エレベータ試験堀ほ高さ60nュ16椚匪のもので,1月部に泊:流エレベ

ータと交流エレベータを蔵している｡この塔内において高速化に伴

う新しい制御力式を研究叶で,振動,騒黄の少ない全t二Ⅰ動制御ノブ式

歩が約 されているし二

28.3.1サイクロンファーネスの研究

サイクロンファーネスはスラグタップを~r‡'?i度に発展させた恢熔融

燃焼ノム夫の一つとLて 灰処ユ里カ;容易でボイラを′｣＼

形･軽量化させるなどの利点をそなえて_おり,世相邦杵なれ協燃焼法と

して欣氷雪車lで一急速に発適しつつあり,カ)7川_1』でも最近瑛≠化の段

l掛こ七っている｡

(1)低品位依燃焼の天

サイクロン燃焼室内で強い旋回去(流により高速かつ急激に燃焼

か行われ,きわめて高い火炉負荷(2＼ノ6×106kcal/n-:仇)のもと

で完全燃焼できるため広範囲の燃料の処理が~■t川巳である..1卜ゝンニ製

作所日立研究所でほ舞20図にホす尖旅装抑こより,燃焼法およ

び耐火炉材に若十の改良を加え,発熱主【_=低f損2,895kcaりkgの

九州根,さらに2,546kcal/lくgの骨邪択のいり悦ん■】位根を鮎融燃焼

させることに成功L･た｡

(2)イ∫炭の灰熔敵性の研究

サイクロンファーーネスのように板の人一部分を熔融処1‥11!する燃焼

法でほ燃料根の灰の熔敵卜′1三を知ることか必要でふる.第21国は!1

立製作酬_l立研究賄こ設備されたライツl;■甜.Mil熱鵬徴鏡を′Jミす､-｣

この装置ほ1,800つCまで加熱できるほか井沢時における熔融状態

を拡大L寓接視察およびY貞板影できる利点かあり.トー1本仝Il三lの

各位銘柄購につき灰熔融温度の測定を進めている.-ノ またサイグロ

ソフ7-ネスでは空気過剰率が1.05､1.10 ときわめて少なくて

すみ,燃焼室内のふんい気が半還元気となることから,ふんい気

変化による灰熔融特性が必要となり,同装笛で日本択に対するふ

んい気の影響についても測定観察し,大路その什質が明らかにな

った｡

(3)透明可視モデルによるサイクロン旋回流動の研究

サイクロン燃焼室内における燃焼状態を知る必要から,その-･環

として燃焼実験 置(弟20図)とけ一､J▲法の透り川視モデル(ソ

ラスチック製)により燃料粒-√およJこ-気流の碇回流動状況せアメ

リカ,ドイツ抑l≠式のサイクロン燃焼※につき観測を行い,バー

ナ形式に及凋す拉二〃も 空気く送人速度の影響などを明らか(･･こしっ

つH本炭に適｢ナしたサイクロン形式に発展させるため研究を進め

ている｡

28.3.2 大形疲労試験機による機械部品の寸法効果

大形機械部品の疲づj･弧座に及ぼす寸法の影響を求ム7-るた裾ニ,第

22図に示す容認7.8t･lmのノ(形い小伝川=ヂ娠づナ▲試験機が.;`貨;F亡さ右,低

一-1.91

191

第20岡 燃焼尖鱗澗サイクロンファーネス

第21図 ラ イ ツ 高温 加 熱

第22図 7.8t･l¶大形回転曲げ疲労試験機

〔i挿†｢ご浦川Ot,昭砧｣虻 GDl〕

ニ■･石貨l周し=lS …岬ローゼノ■･､l=∴/帖一､ノj■.甘酢揮
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第24図 ベ ー

タ 研 究 塔

炭素鋼,中根素鋼および特殊銅製の直径5～100mnlの平滑および

一切欠試験片の疲労強度が求められたL.また,車両,電車電動機川の果

物火のはめあわせ軸の疲ヅj･強度,高周妓焼入の効果および欠陥の影

響などについても試験され,製品の強度設計に対して脚糾＼形試験

片の値を用いで人形材の設計を行うための有用な資料が得られた

熔接構造物の疲労強度の研究のためにほ,新たにUHS-100形100/

60t(櫛/動)のローゼンハウゼン疲労訊験機(第23図)およぴ2()t

油ジャッキをもつ7ムスラ形/くルセータが設置され,舶川減速歯車,

熔接ボギー台車わく,ボイラチューブ曲管部などの宍物または失物

に近い構造物および継手の疲ガ.拭験が行われ,設計製作上の有川な

料が得られた｡

28･3.3 エレベータ研究塔完成

32年10月着工の,研究用エレベータ2基を設置し.た,わが国に

ほかってない高さ60mの鉄骨鉄筋コンクリート建研究塔が34年春

完成した(弟24図)｡

輸出先の諸外国から高速エレベータの照会が多く,またエレクト

ロニックスを応用した新制御方式など研究課題も多く,日立エレベ

ータの性能向上に,研究塔が果すべき役割は非常に大きい｡本研究

塔においては当面次の研究を行う予定である｡

(1)直流エレベータのき還制御

(2)交流エレベータの右肘性能の向｣二

(3)振動および騒一汗の研究

(4)全自動群管f耶別御方式

(5)エレクトロニックスによるとびらの開閉および安全装置の

開発

なお研究用エレベータのおもな仕様ほ下記のとおりであるJ

仝

エレベータ

6n111 (16階休)

交流∴段 度 3∩人乗り

直流ギャレス 15人乗り

第42巻 第1号

2乱4 そ の 他

核磁気共鳴吸皿蓬利川した誘電体の測定でほ,絶縁紙の分子構造

が明らかにされ,真空乾 の機構を理論づけするに役だち,硫酸グ

リシンなどの強誘電体の結晶構遇が漸次解明されている｡硫化カド

ミウムセルから10､20mAの光電流が得られ,増幅器を必要としな

い,簡便なl′l 闇軌 閏を完成した(｡バリウムフェライトほ耐久磁

才了として最近長足の進歩をとげ,その成形,加工の容易さが大量生

産を可能己･こし,多劫面こ応川されるに至った｡

28.4.1核磁気共鳴吸収による誘電体の研究

オートダイソ発揮≡器を川い のスペクトロメータを川いて固

体誘電体の核磁気共鳴威服(NMR)スペクトルの観測を開始した｡

最初は塀7一三日立電線株式会社電線工場で使用している国産絶 紙

とスウェーデン紙との比較を行い,紙の熱処理,叩(こう)解度,種別

の関数としての結ぷ化度の変化を観察することから始め,続いて再

生セルロースが浸水, 乾: をすることにより晰んでいくという事実

に対応するセルロース分子配間の変化の問題にかかった｡人絹繊維

および無グリセリンのセロフ7ン膜をそのまま常払慎空乾燥したも

の(A),24時間浸水後風乾し,さらに真空乾燥したもの(B),1050C

で2時間加熱真甥 酪 したもの(C),および浸水後風乾し加 執

したものを常温貞空乾燥したもの(D),の4櫨の試料につき吸収曲

線の微分牒1縦(第25図ほその一例を示す)を[l記記録させてその･-･

次能率を求め,吸収幅の広い成分(約11ガウス)と全体の曲線との

-･次能率の比を求めた∵ノ その結果人紬こおいては固定スピン百分率

がA,B,C,D試料でそれぞれ83.0,87.1,85.3,89.3%とLだいに

上井L,浸水乾燥の杖作が内部微細構造の変化をきたしていること

がわかる_.あらかじめ加熱乾燥をしてしまってあるセロフアンでほ

88焉前後でほとんど変化がない｡加熱真空乾燥した絶 紙ほきわめ

てわずかザつの自分事増加が謎められ,脱湿のみでなく水素結合の

成長のあることもホされる｡

また硫酸グリシンおよびm一ニトロアニリン臭化物の甲紀描1の基

掛こおけるスペクトルをとった結果,最点接カく素原ニチを紙ぶ方向が

必誘甘卜′ヒ硫酸グリシンではニガ1■′-jありb軸方向とこれに血拘な力崩

とでほとんど対称であることがホされている′､ノ 今後キューリー点前

後におけるそ町結晶構造変化を追求するす定である｡

28,4.2 硫化カドミウムセルの性能と構造

硫化カドミウムは一一托の光導凋紺臣lニギ裏体で,その′温気抵班ほ暗時

経線体にユ迂く,光照射時にほ光の強弱に尤にて肯しく変化し,感度

ほきわめて大きい二

日カニ製作所においてほ,硫化カドミウムの上記の相性を利川し,

光継電器用硫化カドミウム光導 ルの試作研究を行っていたが,

下記のようなすぐれた性能の製品化に成功し,現在日立ランプ株式

会社で鼠産Lている〔〕

弟25図 1050C加熱真

空乾燥Lたセロファ

ンけ核磁気八嶋微分

曲線(27.50C)
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流は直流印加電圧300V の条件で

感度ほ約5,300Åの波長に対し極大をもち,

ほぼ平で,8,500A付近までの感度を有し,

､

､

〝

βαフェライトの蔵磁曲線の､一例

∠Ⅵグ♂
〔b

20〃A以下である｡分光

5,100～7,000Åの範囲で

RCA,Philipsなどで商

品化されたものに比べ,かなり広帯域に感度をもっている｡

使用温度範囲-40～+60つC内で光電流の温度係数は約-0･3%/OC

である｡電源周波数に対し,光 流ほ50c/sの場合,直流の約60%

となるが,以下10kc付近までほ感度の低下ほ少ない｡また安定恍

はきわめてよく,長時間の使用試験で特性の変化はほとんど見られ

ず,0.5W定格の使用条件下で数年の#命が期待される｡

以上のように本セルは大きい光電流が安定して得られるため増幅

器を用いずに継電器を動作せしめることができ,従来の光 管より

も簡便に使用できる｡ただ光に対する応答時間が100分の数秒程度

で,光電管に比べやや大きい欠点ほあるが,一一般の計数装置には十

分な応答 度であり,また街路燈の自動点滅,透過率測定装置,そ

第26図 硫化カド

ム光導電セ/レの外観 第27圃 減磁曲線の一例

本セルは磁製基板の面上に硫化カドミウムの微結晶粉末を焼

し,これに一対のくし形対向電極を付した光導電面をガラス管中に

封入したもので,弟2る図にその外観を示す｡光導電面の直径25mm,

有効受光面積1～1.5cm2,ガラス外管の径32mm,総長54mmで

ある｡

光電流ほ直流印加 圧の1.0～1.3乗に,照度の0.7～0.9乗に比

例する｡たとえば色温度2,700'Kの501Ⅹの光に対し,直流印加電圧

30Vのもとに平均10mAの光電流を連続して流すことができる｡ま

た 時間使用の場合はたとえば1001Ⅹ,35Vのもとに20mAの光

電流を放り出すことができる｡

………編集後記･…‥…

科学技術の進歩はついに月ロケットの｢tl現となり,人類の夢であ

った宇宙旅行が･一歩一歩実現に近づきつつある｡このとき経済面に
おいても産業面においても明るい見とおしと発展が予測されている

昭和35年を迎えたことは,まことに喜ばい､ことである｡

◎

わが国の工業界における技術の進歩もまたRざましい飛躍をつづ

けており,昭和34年においても特筆すべき数々の業鉛を記録した｡

その一端としてLほ製作所における技術の成果をあげて見ても東北

電力納175,000kW火力発電設備,電源開発納137,500kW水中お

よび発電機,世界最大80,000kVA同期調相磯,わが国最大312,000

kVA変rE器,270t天井クレーソ,日本鋼管納7,500kWイルブナ

セット,八幡製鉄納20t鋼塊クレーン,日立造船納13,5001iP舶用

ターピソ,大阪瓦斯納2,350kW仕縮機および2,200kW送風機,

日本国有鉄道納特急｢さくら｣,世界最初の交直両用電気機関車,盤
麻予約電子計算装置,日本通運納300t積トレーラ等々,まったく

枚挙にいとまがない｡

◎

一方輸出に関しても前年度に比べーーー･段と輝かしい成果が記録され
た｡すなわち,インド向け 40,000HP水車および発電機,12,000

kVA変圧器,200t レpドルクレーン,台湾向け60,000kVA変圧

日 立評 論

昭和35年1月20日印刷

弟42巻 弟1号

昭和35年1月25日発行

(毎月1回25日発行)

く禁 無 断 転 載>

定価1部100日(送料16円)

◎1960by HitachiHyoronsha

の他,光を利mした制御装置への応用など,その将来性ほきわめて

大きい｡

28.ん3 バリウムフェライト

最近バリウムフェライトが新しい酸化物耐久磁石として注月され

てきたが,さらにBa2+の代りにSr2+,Pb3+などを置換したものも

見出されるようになった｡これらはいずれも保磁力が従来のものに

比べて 立って大きく,ほかの金属磁石とちがって,成形,加工が

容易で大量生産に適し,その利用範囲も非常に広いものである｡日

作所中央研究所においてはバリウムフェライトの原料の配合

比,処理条件,および第3成分の影響などについて 作研究を進め

ていたが,その成果がみのり,現在,日立金属株式会社安来工場で

これの製造を始めた｡舞27図は安来工場で製造したバリウムフェ

ライトの減磁曲線の一例を示したものである｡

新 年

昭和35年1月1日

日 立 評
三∠ゝ

百田

器,150t天井クレーン,エジプト向けディーゼルカーなどをほじめ

アメリカ,スイスなど各国向けにトランジスタラジオ,テレビ受像

機,真空管,各種ケーブル,ACSR,･ロール,管継手などが多数船

積されたことが特記されよう｡

◎

本号は恒例により,日立製作所のこれらの技術の成果を葉人成し

て｢~昭和34年度における日立技術の成果｣号とした｡収録された数

々の記録は,いずれもわが国工業技術の発達史のひとこまを示す貴

重な資料である｡

◎

本誌のサイズは従来B列5番であったが,本号よりA列4番に変

更した｡これを期としていっそう充実した斬新な技術研究の成果を

収録し,わが国工業技術の発捌こ貢献すべく意気込んでいる｡引き

つづきご愛読をお願いする次第である｡
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